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本研究では指先を含む各身体部位によるライトタッチが静止立位姿勢に与える影響を明らかにする

ことを目的とした．静止立位姿勢維持に問題のない健常な成人１８名を対象に２つの視覚条件と５つ

の接触する身体部位条件を用いて基底面からの垂直距離と水平距離と重心動揺量を計測した．実験の

結果視覚条件よりも接触する身体部位条件の影響が大きく特に肩峰点接触は身体動揺の減少に大き

く寄与することがわかった． 
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